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1993年出上の木簡

い
ち

じ
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う

だ

に
あ

さ
く

ら

し

福
井
。
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡

所
在
地
　
　
　
福
井
市
東
新
町
字
青
木

・
御
所
口

調
査
期
間
　
　
第
八
四
次
調
査
　
一
九
九
三
年

（平
５
）
一
一
月
を

一
二
月

発
掘
機
関
　
　
福
井
県
立

一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館

調
査
担
当
者
　
岩
田
　
隆

い
佐
藤
　
圭

・
水
村
仲
行

遺
跡
の
種
類
　
城
館
跡

・
城
下
町
跡

遺
跡
の
年
代
　
戦
国
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

乗
谷
は
戦
国
大
名
越
前
朝
倉
氏
の
城
下
町
で
、
福
井
市
街
中
心
部
の
東
南

○
血
に
位
置
す
る
。　
一
九
七

一
年
、
国
の
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ

一
乗
谷

朝
倉
氏
遺
跡
と
名
付
け
ら
れ
た
。

さ
ら
に

一
九
九

一
年
に
は
遺
跡

内
の
四
庭
園
が
国
の
特
別
名
勝

に
指
定
さ
れ

一
乗
谷
朝
倉
氏
庭

園
と
命
名
さ
れ
た
。
本
遺
跡
は

代
表
的
な
戦
国
時
代
の
大
名
城

下
町
の
遺
跡
で
あ
る
。

今
回
の
第
八
四
次
調
査
は

一

乗
谷
の
主
要
部
分
を
区
画
す
る

大
き
な
土
塁
で
あ
る
上
城
戸
の
南
四
Ｏ
Ｏ
ｍ
付
近
を
調
査
地
と
し
、
昨
年
に
引

き
続
き
県
道
鯖
江

・
美
山
線
改
良
工
事
に
伴
う
事
前
調
査
と
し
て
実
施
し
た
。

既
に
圃
場
整
備
が
行
な
わ
れ
て
い
る
た
め
、
大
き
く
段
切
り
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
に
は
遺
構
が
残

っ
て
い
な
い
が
、
盛
土
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
は
残

っ
て
お
り
、

溝
や
溜
桝

（石
組
遺
構
）
、
石
敷
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。
そ
の
溜
桝
の
わ
き
の
焼

土
層
か
ら
越
前
焼

・
カ
フ
ラ
ケ

・
漆
器
片

・
木
製
品

。
竹
製
品
な
ど
と
と
も
に

木
簡
の
断
片

一
点
と
将
棋
の
駒

一
枚
が
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω
　
・

ロ

ツ
ミ

【貫
≧

・
×
□
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（９

入
じ

溢

Φ驚

②
　
。
「
歩
兵
」

。
「ｒ谷７　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］∞
〉〈μ『
〉〈卜　　〇⇔Ｐ

①
は
上
下
が
欠
け
て
い
て
形
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
墨
痕

は
筆
画
が
良
好
に
残
り
、
片
面
に
は
草
仮
名
で

「
ツ
」
Ｔ
と

と
記
さ
れ
、
そ

の
上
に
文
字
の
残
画
が
連
続
し
て
い
る
。
も
う
片
面
に
は
二
字
の
文
字
が
残
り
、

下
の
字
は

「文
」
の
草
体
、
上
の
字
は
貫
の
下
半
分
の
残
画
に
似
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
も
と

「貫
文
」
と
書
か
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
二
字

の
下
は
余
白
と
な
り
字
が
連
続
し
な
い
。
両
端
部
が
失
な
わ
れ
た
こ
と
が
惜
し

ま
れ
る
が
、　
一
乗
谷
の
銭
関
係
の
墨
書
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
伴
出
し
た

(大 野)

149



②
は
将
棋
の
駒

（歩
丘
◇
で
、
裏
面
の
文
字
は

「今
」
の
草
体
で
あ
る
こ
と
が
判

読
さ
れ
る
。

な
お
赤
外
線
テ
レ
ビ
に
よ
る
判
読
に
つ
い
て
福
井
県
立
博
物
館
の
仁
科
章
氏

の
ご
高
配
を
得
た
。

（佐
藤
　
圭
）

石
川
・戸
水
大
西
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

所
在
地
　
　
　
石
川
県
金
沢
市
戸
水
町

調
査
期
間
　
　
一
九
九
三
年

（平
５
）
五
月
ｉ
八
月

発
掘
機
関
　
　
金
沢
市
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
出
越
茂
和

・
吉
本
澄
弘

遺
跡
の
種
類
　
官
衛
跡
か

６
　
遺
跡
の
年
代
　
八
世
紀
後
半
ｉ
九
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

戸
水
大
西
遺
跡
は
、
金
沢
市
街
地
の
西
方
に
位
置
し
、
日
本
海
ま
で
約
三
肺

と
近
い
。
遺
跡
の
北
約

一
ｋｍ
に
は
大
野
川
が
流
れ
、
南
西
約
二
ｈ
に
は
犀
川
が

あ
る
。
大
野
川
と
犀
川
の
下
流

部
は
と
も
に
水
上
交
通
の
要
衝

に
あ
た
る
。
当
該
遺
跡
は
、
両

河
川
に
挟
ま
れ
た
標
高
二
ｍ
強

の
低
微
高
地
に
立
地
す
る
。

戸
水
大
西
遺
跡
の
調
査
は
、

鞍
月
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴

う
も
の
で
遺
跡
の
全
面
発
掘
を

目
指
し
て
い
る
。　
一
九
九
二
年
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(金 沢)




